
 

ＪＡ兵庫六甲の自己改革実践サイクルについて 

 

１．『自己改革実践サイクル』とは 

自己改革の具体的方針・中長期の収支見通し・組合員の意思反映

と事業利用の方針を総代会で決定し、その実績等を組合員へ説明す

るとともに、組合員の評価・意向を踏まえたアクションプランを策

定（修正）するまでの一連の過程のことをいいます。 

当ＪＡは、『自己改革実践サイクル』の【計画(Plan)→実行(Do)

→評価(Check)→改善(Action)】を毎年継続実施し、組合員の声を

ＪＡ運営に反映するとともに、「組合員の所得増大」「農業生産の拡

大」「地域の活性化」に全力を挙げてとりくんでいます。 

以下に令和６年度末のとりくみ状況をお示しします。 

 

 

２．自己改革の具体的方針（組合員の所得増大につながるとりくみ） 

令和６年度は、第５次中期計画（2022 年～2024 年）「’２４ビジョン」の最終年度として、直売

所を主とした米の販売強化、ＪＡによる農産物の直接販売の拡大、園芸育苗施設の活用促進、新技

術の導入による生産性向上、予約購買の拡大による生産コスト低減など、組合員の農業所得増大へ

の貢献につとめました。農業生産の拡大に向けては、経営規模の拡大支援や新規就農者の育成支援

に積極的にとりくみました。組合員の不動産所得増大に向けては、市場ニーズに応じた資産活用の

提案や、資産価値を高めるリフォーム・リノベーションの提案など、安定した賃貸施設経営の支援

にとりくみました（次ページ【’２４ビジョン主な数値項目】をご参照ください）。 

令和６年６月から７月にかけて実施した組合員アンケート調査では、合計２千人超の組合員から

回答をいただき、当ＪＡの既存事業のうち、「農畜産物の販売」が最も高い評価を得ております

（２年連続で全４２項目中第１位）。 

また、「農業生産資材の購買支援（生産コスト低減）」については、全４２項目中第１０位となり、

令和５年と比べて２ランク高い評価を得ております。 

「住宅の建築・リフォーム・リノベーション」については、今後当ＪＡにとりくみ強化を期待す

る項目として全４２項目中７位となり、令和５年と比べ３ランク高い期待を得たほか、「不動産の

運用・管理相談」が第１０位となり、令和５年よりも７ランク高い期待を得ております。 

令和７年度、組合員からいただいた評価・期待などをもとにした第６次中期計画（2025 年～

2027 年）「’２７ビジョン」が新たにスタートしております。 

持続可能な食・農・住環境の実現に向けて、役職員が一丸となり、具体的とりくみ項目の目標達

成につとめてまいります。 
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【’２４ビジョン主な数値項目】 
 

 

 

 

３．中長期の収支見通し（安定したＪＡ経営基盤の確立） 

令和６年度は、第５次中期計画(2022 年～2024 年)「’２４ビジョン」の最終年度として、全役職員で

事業活動に邁進し、計画を達成することができました。しかしながら、日銀のマイナス金利政策解除後

の金利引き上げや歴史的な円安、物価の高騰、賃金の引き上げなどの影響から、ＪＡ経営を取り巻く環

境は成り行き収支シミュレーション上で、一時的に事業利益のマイナスを予測する状況となるなど、昨

年度よりもさらに厳しいものとなっております。 

当ＪＡでは、未来に向けて挑戦する組合員・地域に投資・還元するための原資を確保していくために、

引き続き成長戦略と効率化戦略の両面から経営改革にとりくんでいます。 

経営改革の実践により、中長期の収支見通しを安定化させ、組合員の共通の夢の実現や課題解決のお

役に立てるとりくみに全力を注いでまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 2022 年度 実績 2023 年度 実績 2024 年度計画 
2024 年度 実績 

【年間計画対比】 

直売（米）販売高 1,230,214 千円 1,235,469 千円 1,086,320 千円 1,535,255 千円【141.3%】 

直売販売品販売高（委託） 4,048,125 千円 4,000,543 千円 4,163,500 千円 3,986,804 千円【95.8%】 

ダイレクト便販売品販売高 1,102,222 千円 1,034,739 千円 1,085,894 千円 1033,786 千円【95.2%】 

園芸育苗施設の有効活用 85,735 枚 84,037 枚 86,000 枚 88,243 枚【102.6%】 

基幹的レベルアップ支援事業の提案 15 件(累積) 21 件(累積)  30 件(累積)  34 件(累積)【113.3%】  

予約購買の拡大（予約率） 60.2% 63.4％ 58.9％ 62.6％【106.3%】 

大規模園芸経営の実践 1 件 1 件 1 件 1 件【100.0%】 

ﾘﾌｫｰﾑ・ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ取扱高 13.0 億円 14.3 億円 14.4 億円 15.1 億円【104.9%】 

安定した賃貸施設経営支援(入居率） 入居率 95.6% 入居率 94.7% 入居率 90.0% 入居率 95.4%【106.0%】 
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４．組合員の意思反映と（准組合員）事業利用の方針 

当ＪＡは多様なルートから組合員の声を集めると共に、適切にＪＡ運営に反映することによって、組合

員・地域にとって「なくてはならないＪＡ」であり続けることを目指しています。 

令和６年度は『リアルとデジタルの融合』を掲げ、総代会や地域別懇談会を実開催したほか、Ｗｅｂを

活用した組合員アンケート調査を行うなど、組合員の意思反映の促進につとめました。 

また、准組合員の事業利用方針について、当ＪＡでは准組合員を『正組合員と共に地域農業や地域経済

の発展を支える重要なパートナー』として位置づけています。 

令和６年度、総代の皆様を対象に実施したアンケート調査では、約７割の総代から「准組合員とのつな

がり強化を望む」「准組合員の意思を反映すべき」との回答がありました。そのため、新たにスタートした

第６次中期計画（2025 年～2027 年）「’２７ビジョン」においても、引き続き准組合員の声を積極的にＪＡ

運営に反映しながら事業活動を展開してまいります。 
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正組合員  

 

 

 

 

 

 

 

 

総代会 

理事会 

地域別総代懇談会 

ふれあい委員会 

集落座談会 

地域別組織代表者懇談会 
地域別組織代表者懇談会 

直売所モニター 

准組合員懇談会 

運営参画 
 
 

意思反映 
 
 
 

事業活動への積極的な参加 
・食農教育活動・生活文化活動 

（ふれあい活動、各種イベント等） 
 

 

 
組合員加入 

約１２.７万人 
うち准組合員約９.７万人 

 

 

事業利用者（組合員未加入） 
・信用、共済、直売所等利用 

 
 
 

地域住民（JA と接点なし） 
・管内 約 300 万人 

 

 

（１）組合員アンケ 
―トの実施 

 
・Web の活用 

(２）既存の組合員
活動の見直しや優良
取組事例の水平展開 
 
・活動内容の見直し 
・JA 内部の活動 

視察 
・優良事例のマニュ

アル化 
 

(３）准組合員が主体
となって地域農業を
応援する仕組みづく
り 
 
・援農ボランティア 
・クラウド 

ファンディング 
・協同組合間協同 

具体的方策 

ＪＡ兵庫六甲 組合員による参加参画のステップアップイメージ 

 

（４）事業利用者の准 
組合員化など JA 運 
動の仲間づくり 

  
 ・直売所利用者の組 

合員化 



 

 

 

５．自己改革実践の先に 

 わたしたちＪＡ兵庫六甲の組合員・役職員は、地域に根ざした事業活動を通じて「持続可能な

食・農・住環境」の実現を目指しています。 

第６次中期計画(2025 年～2027 年)「’２７ビジョン」では、２０３０年を見据えた成長戦略（「事

業競争力の強化」「利用者接点の強化」「地域密着性の強化」）を実践するとともに、農畜産物の販売

力強化をはじめ、生産振興への支援、農業の経営安定・拡大に向けた支援、資産活用や承継の支援、

地域金融仲介機能の発揮など、組合員の課題解決に一層力を注ぎます。 

自己改革のＰＤＣＡサイクルを毎期確実に回し続けることによって、地域に根差すＪＡとして引

き続き「組合員の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」に貢献してまいります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４   Ｒ５   Ｒ６   Ｒ７   Ｒ８   Ｒ９   Ｒ10   Ｒ11   Ｒ12 

（2022 年）          (2025 年)      (2027 年)         （2030 年） 

 

 

持続可能な      

食 農 住環境     

の実現      

成長戦略の実践 
「事業競争力の強化」 

「利用者接点の強化」 

「地域密着性の強化」 

 

次期ビジョン 

2030 年      

第６次中期計画 

(2025年～2027年) 

「’２７ビジョン」 

 

第５次中期計画 

(2022年～2024年) 

「’２４ビジョン」 

 


